
十和田市における
認知症高齢者等見守り

事業について

青森県 十和田市

資料 ２



青森県十和田市

面積：725.67㎢

区域の大半は十和田八幡平国立公園に含
まれ、公園の中には、国の特別名勝およ
び天然記念物に指定されている「十和田
湖」と「奥入瀬渓流」があります。



青森県十和田市

 １．高齢化の現状と今後の見通し、管内の特徴
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人口 61,857人 面積 725.67k㎡

地域特性

平成17年１月１日に十和田市と旧十和田湖町が合併してできた現・十和田市は、青森県
の南東部中央に位置し、西半分は山地と原野が広がり、東半分は台地と農地と市街地で
形成しています。産業は農業が中心で、稲作のほか、にんにく・ごぼう・ねぎ・ながい
もなどミネラル野菜に力を入れています。公共交通機関はバスのみで、利用者の減少と
ともにバスの本数が少ない為、高齢者が不便を感じているのが現状です。平成30年４月
からは、市内３圏域にそれぞれ地域包括支援センターが開設（委託）され、より地域に
根ざした支援体制がスタートしました。

６５歳以上人口 19,672人 （再掲：75歳以上 9,631人） 高齢化率 31.８％

要介護認定者数 ３，２９７人
※要支援 405人

要介護 2,892人

認知症

高齢者数
２，１３８人

※認知症高齢者の

日常生活自立度

判定基準Ⅱ～Ⅴ

総人口は今後も減少する一方、高齢化率
は上昇し、平成37年は36.5％、平成40年
には37.8％と予測されます。
総世帯数及び高齢者世帯の推移をみると、

平成24年から平成29年までの総世帯数は
390世帯の増加、高齢者世帯は1,901世帯
の増加であり、高齢者のみまたは高齢者単
身世帯が増加してきている状況です。

（H30.3月末時点）

９月末現在



青森県十和田市

 ２．「認知症」のかたや家族を支える事業や取り組み



青森県十和田市

① 認知症対応力向上の推進

・認知症サポーター養成講座の調整及び
実施

・認知症高齢者徘徊対応模擬訓練の調整
・「認知症の人の日常生活・社会生活にお
ける意思決定支援ガイドライン」の周知

・研修会等の関係機関への情報提供

②在宅生活継続のための相談・支援

・地域包括支援センターの推進員との連絡
調整

・認知症初期集中支援チームとの情報共有
・市内12箇所のグループホームへの相談
協力依頼と連携

③家族に対する支援事業

・徘徊高齢者等支援事業の普及と実施、
関係機関の調整

・認知症ケアパスの作成と関係機関への
周知

・もの忘れ相談票の活用普及

④多職種協働研修（企画・開催）

・H28年度 自動車運転・免許更新の問題等
について

・H29年度 十和田市の高齢者の見守り支援
・H30年度 認知症の人・家族支援について

（認知症カフェ、ほほえみ家族の会、

認知症を抱える家族のつどい等の
活動発表）

認知症地域支援推進員の活動内容
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 ３．認知症の人の見守り体制

（H30.3末時点）
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事業名 概要、経緯、効果

高齢者見守り

ネットワーク事

業

（H20年頃～）

【概要】

地域を巡回している新聞配達員が、通常行っている業務の範囲で高齢者

宅を訪問。声がけをして安否確認を行うとともに、異変を察知した場合

は速やかに市または関係機関につなぐ。

【経緯】

見守りが必要な在宅の高齢者を地域全体で支えるしくみが必要。

【効果】

迅速な発見、連絡により、緊急時の初動期対応がスムーズに行えるよう

になった。

「高齢者あんし

ん見守り協力

隊」

（H25年～）

【概要】

日頃の生活や仕事の中で、高齢者を見守る団体が登録し、異変を発見し

たら、地域包括支援センターにつなぐ。

【経緯】

日常生活や業務の中で、高齢者に関心を寄せてもらうことで、緊急事態

や気がかりな状態で早期に発見できるしくみが必要である。

【効果】

見守り支援を行う関係機関が増え、SOSを出すことが難しい高齢者の情

報が早期につながり、支援につながるようになった。

認知症高齢者等を見守るわ①



青森県十和田市

十和田市高齢者あんしん見守り協力隊登録事業所

介護施設、金融機関、宅配業者、ガス会社、薬局など１６７団体が協力
（H３０.３月末時点）

（生活支援サービス情報誌「ぐれっと！」より）
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≪あんしん見守りガイド≫

「あんしん見守りガイド」を活用し、地域の高齢者の様子から「新聞や牛乳が
たまっている」「最近元気がない」などちょっとした異変に気付いたときに、
地域包括支援センターに連絡をします。

十和田市高齢者あんしん見守り協力隊
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事業名 概要、経緯、効果

認知症サポー

ター

【概要】

認知症サポーター養成講座等を受講した人たちが、オレンジリングをつけ、

自分の生活の中でできる範囲の見守りと、必要時相談機関につなぐ。

【経緯】

制度としての見守りではなく、暮らしている地域で自然体の見守りができ

る地域を作っていく必要がある。

認知症高齢者等を見守るわ②

〇認知症サポーター等養成講座
平成30年6月末現在 実施状況、351回、修了者数8,615名
⇒ フォローアップ研修や認知症高齢者徘徊対応模擬訓練などの協力を呼びかけを

実施し、サポーターを次に繋げる取り組みを実施している。

〇認知症カフェの設置状況 ２ヵ所（ひだまりカフェ、りんかカフェ）

⇒ 今後、サポーターをボランティアとして活用していきたい。
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事業名 概要、経緯、効果

徘徊高齢者等支

援事業

（H29年～）

【概要】

（1）事前登録

対象者の情報を申請により高齢介護課で登録し、あらかじめ警察へ情報を

提供しておくことで徘徊時の保護者等への連絡を円滑に行う。高齢者には、

見守りキーホルダーを身に付けてもらう。

（2）行方不明情報発信

氏名・性別・年齢・行方不明日時・行方不明時の状況・身体的特徴等を配

信し、早期発見につなげる。駒らん情報めーるで情報配信。

【経緯】

徘徊高齢者等が警察に保護された場合に、身元の確認が困難で時間がかか

り、本人及び保護者等の負担が大きい。また、行方不明の高齢者等が発生

した際、市民からの情報提供を仰ぐことが困難である。

【効果】

行方不明時において、発見・保護時の早期の身元特定を容易にし、市民等

への情報発信により、協力を仰ぎ、保護者等のもとへ早く帰宅できるよう

になった。また、警察、包括支援センター、市との連携がスムーズになっ

た。

認知症高齢者等を見守るわ③
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≪駒らん情報メール≫

自宅に戻れなくなるおそれのある高齢者等の情報をあらかじめ登録する「事前登
録」と、行方不明になった際に情報提供を呼び掛ける「駒らん情報めーる配信」
を実施することで、徘徊高齢者の早期発見・保護や、徘徊高齢者の発見・保護時
の身元特定を容易にし、ご本人及び保護者の方の負担軽減が可能となりました。

徘徊高齢者等支援事業

≪事前登録≫

事前登録者が身に付ける
キーホルダー
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事業名 概要、経緯、効果

高齢者あんしん

カード

【概要】

高齢者や障害者のかたが病気や事故などにより緊急対応が必要となった

時に、身元や緊急連絡先を速やかに確認できる名刺サイズの携帯用カー

ドで、希望者に配布。（H30年度は約17,000枚印刷し、高齢者全員に配布予定）

【経緯】

緊急対応時に身元が判明できるもの（運転免許証や保険証等）を所持し

ていない高齢者も多く、緊急時対応に時間を要していた。

【効果】

速やかに緊急連絡先が判明し、緊急対応必要時に迅速な対応ができるよ

うになった。

認知症高齢者等を見守るわ④

≪高齢者あんしんカード≫
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事業名 概要、経緯、効果

ほのぼの交流事

業

【概要】
独居高齢者で希望者を対象に、ほのぼの交流員が定期的に見守り支援を行
う。

【経緯】
見守り体制を強化することで、地域とのつながりが必要とされる方が、地
域の中で安心して暮らせるような社会を構築するために実施。

【効果】
訪問・交流等により対象者の孤独感や不安の解消が図られ、安心して暮ら
せる環境づくりができた。

地域ケア個別会

議

【概要】
町内会単位で、地域住民・包括支援センター・在宅介護支援センター・介
護保険事業所・民生委員・町内会長等が参加し、認知症の方の事例を用い
て、個人の課題、地域の課題、公的制度の理解、自分たちができること、
普段から自分自身も取り組みこと等を検討。

【経緯】
自分のこととしてとらえる市民が増えることで見守り体制への理解が深ま
るために実施。

【効果】
日常的に、地域の中でのコミュニケーションやちょっとした関心で見守れ
ることがある、気づいたらつなぐ場所があるということを理解してもらう
機会となっている。

認知症高齢者等を見守るわ⑤
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 ４．事業実施の課題・ポイント

①認知症の理解
認知症という一つの病気の特徴を理解する
認知症という病気により、日常生活でサポートが必要と
なる部分はあるが、何もできないのではない

②地域住民へ事業の周知
他人事から自分事へ
理解と協力を得るための継続的アプローチ

③支援や見守りを受ける側の意識の改革
自助・公助の理解

④登録制度のものについては、情報の更新体制

⑤認知症施策以外の事業等も含めた地域力づくり
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じゅんちゃん一座

もの忘れフォーラム

市立病院精神科医を座長とした一座
方言やユーモアを交え、認知症について正しい知識や対応方法を
わかりやすく伝える活動をしています。

10年ほど続く認知症に関する市民への普及
啓発のフォーラム
市民文化センターを会場にし、平成30年度

は、参加者が900人と市民に定着している
フォーラムです。

病院・介護関係事
業所等の職員がボ
ランティアで役者
をしています。
毎年、もの忘れ

フォーラムでも公
演しています。
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認知症徘徊対応模擬訓練

・平成２９年度は、場所と日にちを変え、３回実施。
・参加者は、高齢者見守り協力隊や民生・児童委員、市民など
約200人。

・認知症に関する基礎知識、119番通報の手順を学んだあと、
実際に、中央商店街の街なか市場とアーケード街、銀行など
で模擬訓練を行いました。
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広報を使った啓発

広報とわだ（平成２９年１０月号）
認知症の方のご家族の体験談、徘徊対応訓練の模様、じゅんちゃん
一座の活動など、巻頭６ページにわたり「認知症」を特集しました。
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認知症ケアパス

初版：平成28年３月

改訂版：平成30年８月見直し
をしました。



認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）と整合性を
図りながら、当事者の視点を重視した企画・評価等の取り組
みを進め、総合的に認知症施策を推進していきます。

１．医療機関や介護保険事業者・家族の会などの支援機関
をつなぐ連携支援

２．認知症の人やその家族を支援する相談体制の充実を図
り、早期の支援

３．認知症になってもできる限り住み慣れた地域で暮らし
続けられるよう、認知症の人や家族への見守り支援の
充実

４．市民の認知症に対する理解と協力が得られるよう普及
啓発

青森県十和田市

 ５．今後の展望
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最後に、認知症高齢者等見守り事業を考える上で

認知症施策、一般高齢者施策を組み合わせて、大きな目でみた地域づくり
地域とのつながりが減っていく施策になってはいないか？
地域力が高まる視点が入っているか？

一人の高齢者に対して、サービスの充実＋地域との接点
在宅で自分らしい暮らしを続けるためには、地域との接点は必要

見守りする側への体制
普段の生活を変えるのではなく、ちょっとだけ関心を持ってもらう
見守りの中で、気づいた後、どうすればいいかを明確に伝える
（気づいた人が責任を負わない）
つないだ後、つないだ人がそれでよかったのか悩まないための対応

認知症という一つの切り口から、認知症の有無に関わらず、
見守りのある、住んでいて良かった地域づくりへ
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日本の道100選～官庁街通り

十和田市 健康福祉部 高齢介護課

ご清聴ありがとうございました。


